
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 

衆議院議員 中森ふくよ 事務所 

さいたま市南区白幡５－１９－１９      ☎ ：０４８－８６６－５１１６ 

http://www.fukuyo-nakamori       FAX：０４８－８６６－８５５５ 

要 望 事 項  と  回 答 

変形野菜の有効活用 

産直販売の奨励や支援を行う 

回答  来年度に向けて 

物流費の予算請求をする 

国への、３つの要望事項“ お陰さまで、大きく前進致しました。 

私たちは、 

食物を、大切にすることは勿論ですが、 

「“食物”が捨てられてしまう」現在の、法律や社会の仕組みを、見直すことで、 

食糧の安全確保が 出来るよう、114,704名の署名と共に、国に要望致しました。 

結果として、下記の①、②、③の“方向で、回答を頂き、大きく前進致しました。   

農家の収入は、収穫をお終えるまで何カ月もかかります。農家の収入の安定が、 

私たちの「食」の安全に直結いたします。農林水産省の皆様にも、「みんなで、勿体ない」 

のタウンミーティングにご参加いただき、農家の皆様との意見交換も有りました。 

これからも、消費者や国、そして私たち「みんなで もったいない」を継続致しましょう 

１１４,７０４ 名 の 皆 様 

ご署名 ありがとうございました。 

要 望 ① 要 望 ② 要 望 ③ 

・賞味期限 

・消費期限の見直し 

 

 

 

住民にも県にも負担を掛けずに、道路下にダムを造

ることで解決を図ったが、防災の為の国との折衝

は、この時が、原点となっていると語っている。  

同時に、新幹線通過に伴う電波妨害の解消の為の組

合を立上げ、後に、浦和ケーブルテレビネットワー

ク（現ジェイコムさいたま）を設立・発展の基礎を

築き、代表取締役会長（Ｈ１６年3月退任）を務

めた父親の側近として、地域との結びつきを深めて

ゆく。 このころ、大店舗法の撤廃について、異議

の申立てを、当時の通産大臣の所に訪ねている。 

 保守系だが、「大多数の幸福を求めよ」という、

祖父母の元で育った。 

中森ふくよは、昭和２４年、東京都荒川区尾

久に生まれ、祖父母、父母、叔父、叔母、従兄

弟らと大家族で育った。祖母は、伊勢神宮の神

官の娘として誕生し、西園寺公望、頭山満、宮

崎滔天らとの親交も深かったときく。また、中

国革命の父「孫文」が、東京での亡命先が不明

とされていた時期、祖父の実家でもある群馬県

の神保家に匿い、更に祖母の東京の住居（中森

家）に匿っていた。（ＮＨＫで放映）      

さいたま市には、４０年前に移住。当時、国鉄

から、東京始発への助力を請われた父、中森巌

太郎のカバン持ちとして活動した。（当時・・

浦和・戸田・与野3市の沿線住民の猛反対で、

大宮～東京間は測量にも入れず、東北新幹線の

始発駅が、大宮駅となった。） 

 昭和52年、通勤新線（埼京線）の併設を条

件に、新幹線建設推進運動を展開し、現・武蔵

浦和駅の開設に力を尽くす。この時、現在の武

蔵浦和駅周辺は、雨の度に、５０ｃｍを超えて

度々道路が水没した。 

中森ふくよの生い立ち 

・全ての農地の活用 

・食糧自給率５０％に 

回答・自給率５０％を目標 

・耕作放棄地を無くす方針 

回答 

全面的な見直しの意向 

２００８．１１．２７埼玉会館 

 

 

総合商社ニチメン（双実）に就職しＯＬ生活

を送った後、父親の仕事に従事。平成6年、

武蔵浦和駅南ビル「マーレ」の経営に参画 

安心・安全・健康を

テーマに、ビルの運      

営・管理に従事。 

平成 13 年、地域環  

境保全をテーマとし

た有機性廃棄物対策

を推進する NPO 法

人エコバイオ推進機

構設立に参画,現在 

副理事長。    

同 13 年、埼玉県議会議員の補欠選挙に出馬し当

選。平成15年 4月、埼玉県議会議員2期目当選。

県議として14回にわたる「県と県民のタウンミー

ティング」を開催、多くの県民の要望の実現に努力

してきた。主としては、警察庁（国）に犯罪防止の

窓口としての「生活安全局」の設置、「地域安全安

心ステーション事業」「ジャンパー・腕章・ボラン

ティア保険の支援等」を求め、署名活動をし、国会

に働きかけて実現させた。又、病気等の身体の不自

由な人への歯科医師の往診を埼玉から実現した。平

成１７年９月衆議院議員初当選。耐震構造化を目指

し、耐震改修した場合の固定資産税の50％削減を

実現。青少年の為の有害情報対策、中小企業の元気

対策にを始め、現在「みんなで、勿体ない運動」に

力を注いでいる。 


